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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年３月１１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２１年３月６日 ２３時３５分ごろ 

発生場所 沖縄県多良間
た ら ま

村水
みん

納
な

島
しま

北西沖 宮古水納島灯台から真方位３０４°３,６

００ｍ付近（概位 北緯２４°４６.０′ 東経１２４°４０.４′） 

事故調査の経過  平成２１年３月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 松
まつ

丸、９.９９トン 

 ＯＮ２－０５１１、個人所有 

 １１.７４ｍ（Lr）×２.７０ｍ×１.２８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１２０、昭和５３年９月２４日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５９歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成９年３月２６日 

  免許証交付日 平成１９年７月１７日 

         （平成２４年７月１６日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ６１歳 

甲板員Ｂ 男性 ５７歳 

 死傷者等 行方不明 １人（船長） 

 損傷 船体が中央部にて切断 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、平成２１年３月６日１３時０

０分ごろ、沖縄県石垣市石垣漁港を出港し、同県糸満漁港に向け、約４ノ

ットの速力で自動操舵により航行した。当直中の甲板員Ａは、宮古水納島

灯台を認め、水納島付近に接近したことを操舵室内の寝台で就寝中の船長

に告げた。船長は、ＧＰＳプロッターを操作したのち、宮古水納島灯台が

近いが大丈夫だろうと甲板員Ａに告げて寝台に横になった。その４～５分

後、２３時３５分ごろ、本船は、水納島北西沖のリーフに乗り揚げた。 

船長は、救命胴衣を着用後に船体が傾いて落水した。甲板員２人は、救

命胴衣を着用して船内に残っていたが、乗揚から約１時間後、船体が大き

く傾いたので、水納島の灯台の灯りに向かって泳ぎ、浅い場所では歩い

て、水納島の海岸に着いた。翌々日８日０７時３０分ごろ、甲板員２人は

付近を航行中の巡視艇に救助されたが、船長は行方不明となった。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北北東、風力 ４ 

海象：うねり ２～３ｍ、水温 約２４℃ 潮汐：上げ潮の初期 

 その他の事項  甲板員Ａ及び甲板員Ｂは、操縦装置及び航海計器の操作を任されていな
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かった。船長は、他船が接近した場合又は本船がＧＰＳプロッターに示さ

れる変針予定場所の近くに到達した場合は、船長に報告するよう指示して

いた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

不明 

本船は、水納島北西沖のリーフに向かっている

ことに気付かずに航行し、リーフに乗り揚げたも

のと考えられる。 

乗り揚げ前に船長が本船の位置を確認した可能

性があると考えられるが、確認の状況については

明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、本船が、水納島北西沖を航行中、同島のリーフに向かってい

ることに気付かず航行したため、リーフに乗り揚げたことにより発生した

ものと考えられる。 

 




